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䢣
明
恵
の
『
選
択
集
』
批
判
を
踏
ま
え
て
䢣

石

山

惠

然

は
じ
め
に

本
研
究
は
、
親
鸞
聖
人
（
以
下
、
宗
祖
。
一
一
七
三
䢣
一
二
六
二
）
が
『
本
典
』
に
信
心
仏
性
義
を
開
顕
し
た
背
景
に
つ
い
て
、
法

然
聖
人
（
一
一
三
三
䢣
一
二
一
二
）
の
『
選
択
集
』
に
対
す
る
華
厳
宗
の
明
恵
（
一
一
七
三
䢣
一
二
三
二
）
に
よ
る
批
判
を
踏
ま
え
て

考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

明
恵
が
『
摧
邪
輪
』
・
同
『
荘
厳
記
』
を
著
し
て
専
修
念
仏
を
論
難
し
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
要
点
は
、
菩
提
心
が

仏
道
の
根
幹
で
あ
り
、
か
つ
往
生
浄
土
の
正
因
で
あ
る
と
い
う
菩
提
心
正
因
説
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
明
恵
の
論
難
に
対
し
、
宗
祖

が
『
本
典
』
「
信
巻
」
の
「
菩
提
心
釈
」
に
て
、
横
超
の
大
菩
提
心
を
開
顕
し
、
法
然
浄
土
教
の
真
実
性
を
論
証
し
た
と
、
多
く
の
先

行
研
究
に
て
指
摘
さ
れ
て
い
る

。
(1)

と
こ
ろ
で
、
「
信
巻
」
に
は
こ
の
横
超
の
大
菩
提
心
が
顕
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
如
来
回
向
の
信
心
が
仏
性
で
あ
る
と
い
う
信
心
仏

性
義
も
明
か
さ
れ
て
い
る
。
仏
性
は
、
各
宗
で
盛
ん
に
議
論
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
古
来
、
真
宗
に
お
い
て
も
仏
性
論
は
種
々
に
研
究

さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
他
力
の
信
心
を
仏
性
と
す
る
教
義
が
成
立
し
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
未
だ
十
分
に
議
論
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
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れ
る
。

本
研
究
は
、
こ
の
信
心
仏
性
義
成
立
の
背
景
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
明
恵
は
菩
提
心
正
因
説

を
展
開
す
る
際
に
、
菩
提
心
と
仏
性
や
真
如
と
の
関
係
性
を
踏
ま
え
て
批
判
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

。
た
だ
し
、

(2)

宗
祖
が
他
力
回
向
の
信
心
を
仏
性
と
す
る
旨
を
ど
の
よ
う
に
示
し
、
応
答
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
一
考
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
そ
こ
で
、
明
恵
の
専
修
念
仏
批
判
へ
の
応
答
と
い
う
視
点
か
ら
、
宗
祖
の
信
心
仏
性
義
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

如
来
回
向
の
真
実
信
心
が
仏
性
で
あ
る
こ
と
が
開
顕
さ
れ
た
背
景
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

一
、
明
恵
の
菩
提
心
・
仏
性
理
解

ま
ず
、
明
恵
が
『
選
択
集
』
を
批
判
す
る
際
に
、
ど
の
よ
う
な
菩
提
心
・
仏
性
理
解
に
立
っ
て
い
た
の
か
を
確
認
す
る
。『
摧
邪
輪
』

で
は
、
『
仏
性
論
』
に
拠
り
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

夫
菩
提
心
者
、
不
レ

可
レ

求
レ

外
、
即
己
心
性
故
、
未
レ

可
二

必
為
一
レ

難
レ

起
也
。
（
中
略
）
此
果
性
応
得
等
三
因
、
『
仏
性
』
中
即
名

二

応
得
因
一

。
以
二

菩
提
心
一

、
名
二

加
行
因
一

。
如
二

『
仏
性
論
』
第
二
云
一

、
「
復
次
仏
性
体
有
二

三
種
三
性
所
摂
義
一

。
応
レ

知
、
三

種
者
、
所
謂
三
因
三
種
仏
性
。
三
因
者
、
一
応
得
因
、
二
加
行
因
、
三
円
満
因
。
応
得
因
者
、
二
空
所
現
真
如
、
由
二

此
空
一

故
、

応
レ

得
二

菩
提
心
及
加
行
等
乃
至
道
後
法
身
一

故
、
称
二

応
得
一

。
加
行
因
者
、
謂
菩
提
心
。
由
二

此
心
一

故
、
能
得
二

三
十
七
品
十
地

十
波
羅
蜜
助
道
之
法
乃
至
道
後
法
身
一

、
是
名
二

加
行
因
一

。
円
満
因
者
、
即
是
加
行
。
由
二

加
行
一

故
、
得
二

因
円
満
及
果
円
満
一

。

因
円
満
者
、
謂
福
慧
行
。
果
円
満
者
、
謂
智
断
恩
徳
。
」
｛
已
上
｝
（
中
略
）
応
得
因
性
、
法
爾
有
レ

之
。
加
行
円
満
二
因
、
待
二

因
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円
一

顕
発
。
其
因
縁
非
レ

一
、
触
レ

類
繁
多
。
是
故
経
中
説
二

発
心
因
縁
一

、
出
下

慈
心
恚
心
施
心
慳
心
等
種
種
不
同
上

。
是
故
有
二

宿

善
一

人
、
自
然
感
動
。
見
聞
悉
為
二

道
心
因
縁
一

。
猶
如
二

解
宝
之
人
硏
石
見
一
レ

宝
。
無
福
之
人
雖
レ

聞
レ

教
、
不
二

発
心
一

。
猶
如
下

肓
者
遇
二

日
光
一

無
中

所
見
上

。
既
説
二

嗔
恚
慳
貪
等
一

、
猶
為
二

発
心
因
縁
一

。
何
況
有
二

弥
陀
教
一

時
、
何
不
下

発
二

菩
提
心
一

修
中

菩

提
行
上

耶
。

（
『
日
本
思
想
大
系
』
一
五
、
三
四
一
頁
、
下
䢣
三
四
二
頁
、
上
。
）

こ
の
よ
う
に
、
『
仏
性
論
』
の
三
因
仏
性
説
を
依
用
し
て
、
本
有
の
仏
性
（
応
得
因
）
が
仏
縁
に
遇
っ
て
顕
発
し
た
と
こ
ろ
を
菩
提

心
（
加
行
因
）
と
す
る
。
菩
提
心
が
発
起
す
る
因
縁
は
種
々
あ
り
、
「
嗔
恚
・
慳
貪
」
等
で
さ
え
発
心
の
縁
に
な
り
得
る
の
で
あ
る
か

ら
、
阿
弥
陀
仏
の
教
え
に
出
遇
っ
て
菩
提
心
を
起
こ
さ
な
い
の
は
道
理
に
合
わ
な
い
と
し
て
い
る
。

ま
た
、

菩
提
心
者
自
性
空
為
レ

義
。
空
法
即
無
レ

有
二

差
別
一

也
。
依
レ

之
龍
樹
大
聖
造
二

『
菩
提
心
離
相
論
』
一

、
演
二

菩
提
心
性
無
相
義
一

。

即
如
二

彼
『
論
』
云
一

、
「
菩
提
心
者
、
離
二

一
切
一

性
。
問
曰
、
此
中
云
何
離
一
切
性
。
答
。
謂
蘊
処
界
離
二

諸
取
捨
一

、
法
無
我

平
等
、
自
心
本
来
不
生
。
自
性
空
故
」
等
｛
云
々
｝
解
曰
、
此
約
二

大
乗
一

説
二

菩
提
心
体
一

。
与
二

法
無
我
理
一

相
応
心
、
指
レ

此

云
二

菩
提
心
一

。

（
『
日
本
思
想
大
系
』
一
五
、
三
二
一
頁
、
上
）

と
、
龍
樹
菩
薩
の
『
菩
提
心
離
相
論
』
を
も
と
に
、
菩
提
心
を
「
与
二

法
無
我
理
一

相
応
心
」
と
定
義
し
、
先
に
見
た
『
仏
性
論
』
に
お
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け
る
「
二
空
所
現
真
如
」
（
応
得
因
）
を
菩
提
心
の
本
質
と
す
る
理
解
が
、
大
乗
共
通
の
理
解
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
「
約
二

大
乗
一

説

二

菩
提
心
体
一

」
）
。

そ
し
て
、
明
恵
は
、
右
の
よ
う
に
菩
提
心
を
定
義
し
た
上
で
、
法
然
聖
人
の
「
念
仏
の
心
」（
お
そ
ら
く
は
、
『
選
択
集
』「
三
心
章
」

の
説
示
な
ど
を
意
識
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
）
を
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。

又
委
解
レ

之
、
汝
撥
菩
提
心
邪
見
者
、
三
宝
四
諦
皆
撥
レ

之
也
。
何
者
、
謂
菩
提
心
者
、
自
性
空
為
レ

性
。
如
二

前
菩
提
心
決
成
一
レ

之
。
然
汝
相
二

違
菩
提
心
一

、
立
二

別
念
仏
心
一

。
即
是
可
レ

為
二

性
有
心
一

。
然
三
宝
四
諦
、
皆
畢
竟
真
空
為
レ

性
故
、
汝
雖
レ

不
二

作

意
一

、
不
覚
而
撥
二

去
之
一

也
。
若
云
二

性
有
一

者
、
即
同
下

数
論
外
道
計
中

有
性
与
二

諸
法
一

一
上

。

（
『
日
本
思
想
大
系
』
一
五
、
三
三
五
頁
、
上
）

菩
提
心
を
廃
し
立
て
ら
れ
た
「
念
仏
の
心
」
（
「
汝
撥
菩
提
心
邪
見
者
」
）
は
、
自
性
空
の
義
を
具
え
な
い
外
道
の
所
論
に
等
し
い
も

の
で
あ
り
、
菩
提
心
と
同
じ
く
自
性
空
を
根
本
と
す
る
三
宝
四
諦
す
べ
て
を
否
定
し
て
い
る
と
難
じ
て
い
る
（
「
三
宝
四
諦
、
皆
畢
竟

真
空
為
レ

性
故
、
汝
雖
レ

不
二

作
意
一

、
不
覚
而
撥
二

去
之
一

也
」
）
。
法
然
が
菩
提
心
を
廃
捨
し
、
打
ち
立
て
た
「
念
仏
の
心
」
は
「
性
有

の
心
」
で
あ
る
と
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
、
明
恵
の
菩
提
心
・
仏
性
理
解
の
基
本
的
立
場
で
あ
る
こ
と
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た

通
り
で
あ
る
が
、
本
研
究
で
は
、

(3)

堅
慧
（
生
没
年
不
詳
）
『
法
界
無
差
別
論
』
の
受
容
に
着
目
し
た
い
。

若
非
二

此
義
一

而
泛
言
レ

之
者
、
正
助
能
所
等
義
、
随
レ

事
為
二

不
定
一

。
或
有
下

以
二

菩
提
心
一

為
中

能
助
下

、
如
三

『
法
界
無
差
別
論
』
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菩
提
心
名
二

不
退
失
因
一

。
能
助
二

一
切
功
徳
一

令
レ

至
二

究
竟
一

故
。
或
有
下

以
二

菩
提
心
一

為
中

所
助
上

、
如
下

同
『
論
』
出
二

菩
提
心

因
義
一

云
上

。
「
信
為
二

其
種
子
一

、
船
若
為
二

其
母
一

、
三
昧
為
二

胎
蔵
一

、
大
悲
乳
養
人
也
」
。
香
象
大
師
釈
云
、
「
今
此
四
縁
令
二

菩

提
心
起
一

故
、
名
為
レ

因
。
非
二

菩
提
心
与
レ

仏
為
一
レ

因
」
等
｛
云
々
｝

（
『
日
本
思
想
大
系
』
一
五
、
三
三
二
頁
、
下
）

こ
の
一
段
で
は
、
菩
提
心
に
関
す
る
説
相
に
種
々
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
、
『
法
界
無
差
別
論
』
に
お
け
る
菩
提
心
が
起
こ
る
因
と

し
て
の
「
信
・
般
若
・
三
昧
・
大
悲
」
と
い
う
四
因
（
四
縁
）
が
受
容
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
四
因
と
は
、
先
に
引
用
さ
れ
て
い
た
『
仏
性
論
』
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

離
下

発
二

行
大
乗
一

修
中

習
無
障
道
上

人
之
外
、
所
余
闡
提
・
外
道
・
声
聞
・
独
覚
等
四
人
、
有
二

四
種
障
一

故
。
不
レ

見
二

仏
性
一

。
何

者
、
四
障
。
一
、
憎
二

背
大
乗
一

。
是
闡
提
障
。
為
レ

対
二

治
此
一

故
、
仏
説
四

菩
薩
修
三

習
信
二

楽
大
乗
之
法
一

。
二
、
於
二

諸
法
中
一

、

起
二

我
見
執
一

。
是
外
道
障
。
為
レ

対
二

治
此
一

故
。
仏
説
三

菩
薩
修
二

習
般
若
波
羅
蜜
一

。
三
、
於
二

生
死
中
一

。
定
二

執
苦
想
、
及
厭

怖
心
一

。
是
声
聞
障
。
為
レ

対
二

治
此
一

故
。
仏
説
三

菩
薩
修
二

習
破
空
三
昧
一

。
空
三
昧
者
、
從
二

初
地
一

以
上
、
能
得
二

此
三
昧
一

。

則
破
二

虚
空
等
執
一

。
入
観
之
時
、
不
レ

即
二

有
無
一

。
不
レ

離
二

有
無
一

。
喩
如
三

八
地
真
俗
双
観
、
而
異
二

八
地
者
一

。
八
地
以
上
、

無
二

出
入
観
一

。
初
地
、
入
時
則
同
、
出
時
則
異
。
四
、
背
二

衆
生
利
益
事
一

。
作
下

捨
二

衆
生
一

意
上

。
是
独
覚
障
。
為
レ

対
二

治
此
一

故
。
仏
説
レ

修
二

習
菩
薩
大
悲
一

。
菩
薩
大
悲
、
利
他
為
レ

事
。
明
下

独
覚
人
但
自
観
二

因
縁
一

、
無
中

度
レ

他
意
上

故
、
無
二

大
悲
一

。

声
聞
亦
爾
。
為
レ

滅
二

此
四
障
一

故
、
以
二

信
楽
等
四
種
一

為
レ

因
。
令
下

諸
菩
薩
修
二

習
此
因
一

、
得
レ

至
中

無
上
法
身
、
清
浄
波
羅
蜜

上

。
是
名
二

仏
性
清
浄
因
一

。
如
是
之
人
、
得
レ

名
二

仏
子
一

。
是
故
、
仏
子
有
二

於
四
義
一

。
一
、
因
。
二
、
縁
。
三
、
依
止
。
四
、
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成
就
。
初
言
レ

因
者
、
有
レ

二
。
一
、
仏
性
。
二
、
信
楽
。
此
両
法
、
仏
性
是
無
為
。
信
楽
是
有
為
。
信
楽
約
二

性
得
仏
性
一

、
為
二

了
因
一

。
能
顕
二

了
正
因
性
一

故
。
信
楽
約
二

加
行
一

、
為
二

生
因
一

。
能
生
二

起
衆
行
一

故
。
二
縁
者
、
謂
般
若
波
羅
蜜
。
能
生
二

菩
薩

身
一

。
是
無
為
功
徳
家
縁
故
。
三
依
止
者
、
破
空
定
等
。
楽
有
之
人
、
執
三

断
無
処
有
二

楽
・
浄
等
一

故
。
菩
薩
修
二

破
空
三
昧
一

、

能
除
二

彼
執
一

、
由
二

此
定
力
一

。
是
故
、
菩
薩
法
身
堅
固
、
則
不
二

羸
弱
一

。
四
成
就
者
、
菩
薩
大
悲
利
二

益
他
一

事
、
無
尽
故
。
由

二

真
如
不
一
レ

尽
。
衆
生
無
数
故
、
利
益
事
亦
復
無
尽
。
是
仏
性
為
二

応
得
家
因
一

故
。
一
因
、
如
二

父
身
分
一

。
二
縁
、
如
レ

母
。
三

依
止
、
如
二

胞
胎
一

。
四
成
就
、
如
二

乳
母
一

故
。
諸
菩
薩
由
二

此
四
義
一

、
名
為
二

仏
子
一

。

（
『
大
正
蔵
』
三
一
、
七
九
七
頁
、
下
䢣
七
九
八
頁
、
上
）

右
の
よ
う
に
、
『
仏
性
論
』
で
は
、
四
障
を
破
り
仏
果
に
至
る
因
と
し
て
の
四
因
（
「
以
二

信
楽
等
四
種
一

為
レ

因
」
）
が
示
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
四
因
と
同
じ
要
素
の
名
称
を
用
い
て
、
仏
子
に
具
わ
る
四
義
と
し
て
、
「
因
・
縁
・
依
止
・
成
就
」
の
四
つ
が
説
明
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
第
一
の
「
因
」
で
は
、
信
楽
（
信
）
に
つ
い
て
明
恵
が
『
摧
邪
輪
』
に
引
用
す
る
三
因
仏
性
説
と
同
様
に

、
無

(4)

為
の
仏
性
（
性
得
の
仏
性
（
応
得
因
）
）
と
有
為
の
願
行
（
信
楽
（
加
行
因
）
と
衆
行
（
円
満
因
）
）
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
一
連
の
論
説
に
関
し
て
、
仏
果
に
至
る
因
と
し
て
の
四
因
が
仏
性
清
浄
の
因
と
さ
れ
、
こ
の
四
因
を
修
習
す
る
人
（
「
如
是
之

人
、
得
レ

名
二

仏
子
一

」
）
が
仏
子
と
名
づ
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
右
の
一
段
に
説
か
れ
る
二
つ
の
「
信
楽
」
（
四
因
中
の
「
信
楽
」
と
、

仏
子
に
具
わ
る
四
義
の
う
ち
の
「
因
」
に
て
語
ら
れ
る
「
信
楽
」
）
は
、
同
一
概
念
で
あ
り
、
前
者
に
も
三
因
仏
性
説
と
同
じ
性
質
が

認
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
仏
性
論
』
に
お
け
る
四
因
（
前
者
の
「
信
楽
」
を
含
む
四
種
の
因
）
は
、
三

因
仏
性
説
と
同
じ
く
、
明
恵
が
理
想
と
す
る
仏
性
に
も
と
づ
く
菩
提
心
を
中
心
と
し
た
菩
薩
の
実
践
行
の
体
系
を
意
味
す
る
と
理
解
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
『
仏
性
論
』
に
お
け
る
大
涅
槃
に
至
る
因
と
し
て
の
四
因
は
、
『
法
界
無
差
別
論
』
と
同
じ
く
堅
慧



- 140 -

宗
祖
の
信
心
仏
性
義
に
関
す
る
一
考
察

造
と
さ
れ
る
『
宝
性
論
』
に
も
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

。
(5)

こ
こ
で
、
三
論
に
お
け
る
四
因
が
説
示
さ
れ
る
際
の
相
違
点
と
、
明
恵
に
よ
る
受
容
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
『
仏
性
論
』

と
『
宝
性
論
』
で
は
、
仏
性
（
性
得
の
仏
性
、
三
因
仏
性
説
に
お
け
る
応
得
因
に
相
当
）
を
清
浄
な
ら
し
め
る
四
つ
の
行
法
と
し
て
四

因
が
説
か
れ
、
『
法
界
無
差
別
論
』
で
は
、
菩
提
心
を
発
起
せ
し
め
る
因
と
し
て
示
さ
れ
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
三
論
に
お
け
る
四
因
に
つ
い
て
、
明
恵
は
自
ら
が
菩
提
心
・
仏
性
の
意
義
の
根
拠
と
す
る
『
仏
性
論
』
の
三
因
仏

性
説
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
と
理
解
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
明
恵
が
相
承
す
る
華
厳
宗
の
祖
、
法
蔵
（
六
四
四
䢣
七

一
二
）
の
『
法
界
無
差
別
論
疏
』
に
お
い
て
、

今
此
四
縁
、
令
二

菩
提
心
起
一

故
、
名
レ

因
。
非
二

菩
提
心
与
レ

仏
為
一
レ

因
。
下
別
釈
二

四
義
一

。
初
釈
二

種
子
一

。（
中
略
）
此
上
四
義
、

一
因
、
二
縁
、
三
摂
、
四
養
。
『
仏
性
論
』
・
『
宝
性
論
』
、
皆
同
。

（
『
大
正
蔵
』
四
四
、
六
六
頁
、
上
䢣
中
）

と
、
三
論
の
四
因
が
重
釈
さ
れ
、
意
趣
は
同
じ
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
『
法
界
無
差
別
論
』
当
面
に
お
い
て
も
、
「
（
菩

提
心
は
）
能
益
レ

世
善
法
、
聖
法
及
諸
仏
所
依
・
宝
処
・
如
（
因
か
）
、
如
二

地
海
種
子
一

」

と
い
う
偈
頌
が
あ
り
、
菩
提
心
が
仏
性
や

(6)

如
来
蔵
と
同
義
で
あ
る
こ
と
が
お
の
ず
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り

、
菩
提
心
の
本
質
が
仏
性
・
真
如
で
あ
る
こ
と
に
反

(7)

し
な
い
。
そ
し
て
、
明
恵
は
こ
の
『
法
界
無
差
別
論
』
の
偈
頌
を
『
摧
邪
輪
』
に
て
以
下
の
よ
う
に
受
容
し
、

菩
提
心
者
、
是
菩
薩
所
楽
法
也
。
上
人
厭
二

悪
之
一

。
知
、
是
魔
儻
也
。
（
中
略
）
如
下

『
法
界
無
差
別
論
』
説
二

菩
提
心
因
義
一

頌
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云
上

。
「
能
益
レ

世
善
法
聖
法
及
諸
仏
。
所
依
宝
処
因
、
如
二

地
海
種
子
一

」
。
長
行
云
、
「
如
二

種
子
一

、
一
切
仏
樹
出
生
相
続
之
因

故
」
。
｛
文
｝
凡
如
レ

此
論
蔵
、
『
華
厳
』
等
諸
経
、
此
文
遍
満
、
不
レ

能
二

始
成
立
一

。
凡
生
二

在
仏
家
一

、
以
二

菩
提
心
一

為
二

羯
羅
藍

種
子
一

。
然
撥
二

去
之
一

。
豈
非
レ

煎
二

仏
性
種
子
一

乎
。

（
『
日
本
思
想
大
系
』
一
五
、
三
七
九
頁
、
下
）

菩
提
心
を
廃
す
る
法
然
の
教
え
は
、
仏
性
を
破
し
、
仏
道
修
行
の
「
始
」
（
仏
性
の
初
発
と
し
て
の
菩
提
心
）
が
成
立
し
な
い
と
批
判

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
引
用
し
た
『
仏
性
論
』
に
て
、
「
加
行
因
者
、
謂
菩
提
心
。
由
二

此
心
一

故
、
能
得
二

三
十
七
品
十
地
十

波
羅
蜜
助
道
之
法
乃
至
道
後
法
身
一

」
と
示
さ
れ
て
い
た
通
り
、
仏
性
を
体
と
す
る
菩
提
心
が
諸
行
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
か
ら
、「
始
」

を
欠
く
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
明
恵
に
お
い
て
は
、
『
仏
性
論
』
等
を
根
拠
に
、
本
具
の
仏
性
に
基
づ
く
自
力
の
発
心
修
行
と
し
て
の
四
因
が
依

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
、
な
か
で
も
『
摧
邪
輪
』
で
は
菩
提
心
の
因
と
し
て
の
四
因
（
『
法
界
無
差
別
論
』
）
が
受
容
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

二
、
横
超
の
大
菩
提
心

右
に
、
明
恵
の
菩
提
心
正
因
説
に
立
っ
た
専
修
念
仏
批
判
の
一
端
を
窺
っ
た
。
そ
の
批
判
論
理
は
、
法
然
聖
人
の
明
か
す
「
念
仏
の

心
」
の
本
質
を
問
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
『
選
択
集
』
で
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
が
、
法
然
聖
人
に
は
往
生
浄
土
を
目
指
す
願
生

心
を
浄
土
宗
の
菩
提
心
と
す
る
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
『
三
部
経
大
意
』

な
ど
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
明
恵
は
、
こ
の
教
説
に
も
触

(8)
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れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
『
荘
厳
記
』
で
は
以
下
の
よ
う
な
問
答
を
設
け
て
い
る
。

問
。
違
二

『
離
相
論
』
説
一

、
可
レ

然
。
違
二

『
仏
性
論
』
有
為
願
行
菩
提
心
義
一

、
如
何
。
設
雖
三

『
選
擇
集
』
不
レ

立
二

菩
提
心
別

名
一

、
若
有
二

欣
求
浄
土
之
心
一

者
、
豈
非
レ

願
乎
。
答
。
如
二

前
説
一

。
順
二

第
一
義
一

心
、
名
二

願
心
一

。
違
レ

此
者
、
即
非
二

正
願
一

也
。
夫
言
二

大
願
一

者
、
必
目
二

於
真
正
義
一

。
謂
外
道
之
善
願
邪
而
非
レ

正
。
人
天
之
楽
願
似
而
非
レ

真
。
其
所
得
果
、
終
必
有
二

尽
極
一

者
、
依
レ

無
二

真
正
義
一

也
。
其
真
正
願
者
、
必
相
二

順
二
空
理
一

。

（
『
浄
土
宗
全
書
』
八
、
七
七
八
頁
）

こ
こ
で
は
、
「
浄
土
宗
」
側
か
ら
、
欣
求
浄
土
の
願
生
心
を
も
っ
て
明
恵
が
依
拠
す
る
「
有
為
の
願
」
に
当
て
る
応
答
が
想
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
二
空
の
理
（
『
仏
性
論
』
所
説
の
二
空
所
顕
の
真
如
）
に
か
な
わ
な
け
れ
ば
、
邪
因
に
す
ぎ
な
い
と
反
駁
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
然
聖
人
の
門
弟
た
ち
に
お
い
て
は
、
『
観
経
』
延
い
て
は
『
大
経
』
に
説
か
れ
る
三
心
を
も
っ
て
、
「
浄
土

宗
」
の
菩
提
心
と
す
る
こ
と
を
答
え
る
の
み
で
は
、
そ
の
「
念
仏
の
心
」
の
本
質
の
応
答
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。そ

こ
で
、
宗
祖
に
お
い
て
は
選
択
本
願
念
仏
説
で
は
横
超
の
大
菩
提
心
が
往
生
成
仏
の
正
因
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
他
力
の
菩
提
心
が

仏
性
（
真
如
一
実
の
功
徳
宝
海
た
る
名
号
）
を
本
質
と
す
る
こ
と
、
そ
の
真
実
の
菩
提
心
が
ど
の
よ
う
に
し
て
衆
生
の
上
に
回
向
成
就

せ
し
め
ら
れ
る
か
を
開
顕
す
る
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

す
で
に
多
く
の
先
行
研
究
に
て

、
「
信
巻
」
の
「
菩
提
心
釈
」
が
明
恵
の
論
難
に
対
す
る
応
答
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(9)
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然
就
二

菩
提
心
一

有
二

二
種
一

。
一
者
竪
、
二
者
横
。
又
就
レ

竪
復
有
二

二
種
一

。
一
者
竪
超
、
二
者
竪
出
。
竪
超
・
竪
出
、
明
二

権
実

・
顕
蜜
・
大
小
之
教
一

。
歴
劫
迂
回
之
菩
提
心
、
自
力
金
剛
心
、
菩
薩
大
心
也
。
亦
就
レ

横
復
有
二

二
種
一

。
一
者
横
超
、
二
者
横
出
。

横
出
者
、
正
雑
・
定
散
、
他
力
中
之
自
力
菩
提
心
也
。
横
超
者
、
斯
乃
願
力
回
向
之
信
楽
、
是
曰
二

願
作
仏
心
一

。
願
作
仏
心
即
是

横
大
菩
提
心
。
是
名
二

横
超
金
剛
心
一

也
。
横
竪
菩
提
心
、
其
言
一
而
其
心
雖
レ

異
、
入
真
為
二

正
要
一

、
真
心
為
二

根
本
一

、
邪
雑
為

レ

錯
、
疑
情
為
レ

失
也
。
忻
求
浄
刹
道
俗
、
深
了
二

知
信
不
具
足
之
金
言
一

、
永
応
レ

離
二

聞
不
具
足
之
邪
心
一

也
。

（
『
聖
典
全
書
』
二
、
九
一
頁
）

こ
こ
で
は
、
竪
横
・
出
超
の
対
目
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
聖
道
自
力
の
菩
提
心
（
竪
出
・
竪
超
）

と
、
浄
土
門
内
に
お
け
る
真
実
（
横
超
）
・
方
便
（
横
出
）
の
菩
提
心
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
願
力
回
向
の
信
楽
で
あ

る
横
超
の
大
菩
提
心
が
、
法
然
聖
人
の
選
択
本
願
念
仏
、
さ
ら
に
は
善
導
（
六
一
三
䢣
六
八
一
）
流
念
仏
に
お
け
る
真
意
で
あ
る
と
応

答
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
菩
提
心
釈
」
に
先
立
っ
て
、
「
白
道
四
五
寸
釈
」
以
下
、
『
選
択
集
』
で
「
善
導
所
釈
菩
提
心
」

と
述
べ
ら
れ
、
明
恵
が
善

(10)

導
大
師
も
菩
提
心
を
正
因
と
し
て
い
る
と
主
張
す
る
際
に
証
文
と
す
る
『
観
経
疏
』
「
帰
三
宝
偈
」

の
文
な
ど
が
、

(11)

『
観
経
義
』
云
、
下

「
道
俗
時
衆
等
、
各
発
二

無
上
心
一

、
生
死
甚
難
レ

厭
、
仏
法
復
難
レ

忻
。
共
発
二

金
剛
志
一

、
横
超
二

断
四
流
一

、

正
受
二

金
剛
心
一

、
相
二

応
一
念
一

後
、
果
得
二

涅
槃
一

者
」
上

。
｛
抄
要
｝

又
云
、
「
真
心
徹
到
厭
二

苦
娑
婆
一

、
忻
二

楽
無
為
一

、
永
帰
二

常
楽
一

。
但
無
為
之
境
、
不
レ

可
二

軽
爾
即
階
一

、
苦
悩
娑
婆
無
レ

由
二

輒

然
得
一
レ

離
。
自
レ

非
レ

発
二

金
剛
之
志
一

、
永
絶
二

生
死
之
元
一

。
若
不
三

親
従
二

慈
尊
一

、
何
能
勉
二

斯
長
歎
一

。
」
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又
云
、
「
言
二

金
剛
一

者
、
即
是
無
漏
之
体
也
。
」
｛
已
上
｝

信
知
、
至
心
・
信
楽
・
欲
生
、
其
言
雖
レ

異
、
其
意
惟
一
。
何
以
故
。
三
心
已
疑
蓋
無
レ

雑
、
故
真
実
一
心
。
是
名
二

金
剛
真
心
一

。

金
剛
真
心
、
是
名
二

真
実
信
心
一

。

（
『
聖
典
全
書
』
二
、
九
〇
頁
）

と
、
三
心
即
一
の
真
実
信
心
（
金
剛
の
真
心
）
で
あ
る
こ
と
が
開
顕
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
横
超
の
大
菩
提
心
の
本
質
が
真
如
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
に
応
答
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
論
文
で
は
、
『
選
択
集
』
で
は
明
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
こ
の
横
超
の
大
菩
提
心
の
本
質
が
仏
性
で
あ
る
こ
と
、
衆
生
が
信
心
獲

得
に
至
る
構
造
に
つ
い
て
、
「
信
巻
」
「
信
楽
釈
」
に
引
用
さ
れ
る
『
涅
槃
経
』
「
大
信
心
仏
性
」
の
引
文
を
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

三
、
信
心
仏
性
義
の
検
討

ま
ず
、
先
に
触
れ
た
『
法
界
無
差
別
論
』
や
『
仏
性
論
』
な
ど
の
四
因
に
関
す
る
浄
影
寺
慧
遠
（
五
二
三
䢣
五
九
二
）
の
『
大
乗
義

章
』
に
お
け
る
解
釈
を
参
照
す
る
。

言
二

自
（
因
か
）
性
一

者
、
性
從
レ

縁
起
。
集
二

成
行
徳
一

。
行
徳
未
レ

円
、
説
レ

之
為
レ

因
。
因
行
雖
レ

衆
、
且
論
二

四
種
一

。
一
者
、

信
心
。
二
、
是
般
若
。
三
、
是
三
昧
。
四
、
是
大
悲
。
故
彼
『
論
』
言
、
「
信
心
与
般
若
・
三
昧
・
大
悲
等
、
以
治
二

四
障
一

、
得
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二

四
果
一

故
。
且
説
レ

四
耳
」
。
（
中
略
）
就
レ

因
辨
レ

性
、
故
名
二

因
性
一

。
是
以
『
経
』
言
、
「
仏
性
者
名
二

大
信
心
一

。
名
二

般
若
波

羅
蜜
一

。
名
二

首
楞
厳
定
一

。
名
二

大
慈
悲
一

」
。
斯
文
顕
矣
。

（
『
大
正
蔵
』
四
四
、
四
七
四
頁
、
下
䢣
四
七
五
頁
、
上
）

こ
こ
で
は
、
『
宝
性
論
』
に
示
さ
れ
る
四
因
の
出
拠
と
し
て
、
『
涅
槃
経
』
「
大
信
心
仏
性
」
の
文
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

宗
祖
が
引
用
す
る
「
大
信
心
仏
性
」
等
の
引
文
は
四
因
と
の
関
連
性
を
有
す
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

『
宝
性
論
』
と
『
大
乗
義
章
』
は
、
『
法
界
無
差
別
論
』
・
『
仏
性
論
』
と
同
じ
く
、
明
恵
に
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

宗
祖
も
こ
れ
ら
の
論
釈
を
在
叡
時
代
な
ど
か
ら
披
見
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
右
の
想
定
の
も
と
、
明
恵
の
論
難
と
の
対
応
性
を
整

(12)理
す
る
と
、
明
恵
は
本
具
の
仏
性
に
基
づ
く
自
力
の
発
心
修
行
の
枠
組
み
で
、
菩
提
心
を
発
起
せ
し
め
る
因
縁
と
し
て
の
四
因
（
『
法

界
無
差
別
論
』
）
を
論
難
に
用
い
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
宗
祖
は
四
因
に
関
連
す
る
『
涅
槃
経
』
の
文
を
浄
土
真
実
の
救
済
法
の

枠
組
み
で
依
用
し
、
横
超
の
大
菩
提
心
の
本
質
と
そ
の
獲
得
の
構
造
を
開
顕
し
た
と
考
え
ら
れ
る

。
以
下
、
引
用
文
の
内
容
に
沿
っ

(13)

て
検
討
し
て
い
く
。

『
涅
槃
経
』
言
、
「
善
男
子
、
大
慈
大
悲
名
為
二

仏
性
一

。
何
以
故
。
大
慈
大
悲
常
随
二

菩
薩
一

、
如
二

影
随
一
レ

形
。
一
切
衆
生
畢
定

当
レ

得
二

大
慈
大
悲
一

、
是
故
説
言
二

一
切
衆
生
悉
有
仏
性
一

。
大
慈
大
悲
者
名
為
二

仏
性
一

、
仏
性
者
名
為
二

如
来
一

。
大
喜
大
捨
名

為
二

仏
性
一

。
何
以
故
。
菩
薩
摩
訶
薩
若
不
レ

能
二

二
十
五
有
一

、
則
不
レ

能
レ

得
二

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
一

。
以
二

諸
衆
生
畢
当
一
レ

得
故
、
是
故
説
言
二

一
切
衆
生
悉
有
仏
性
一

。
大
喜
大
捨
者
即
是
仏
性
、
仏
性
者
即
是
如
来
。
仏
性
者
名
二

大
信
心
一

。
何
以
故
。

以
二

信
心
一

故
、
以
下

菩
薩
摩
訶
薩
則
能
具
二

足
檀
波
羅
蜜
乃
至
般
若
波
羅
蜜
一

、
一
切
衆
生
畢
定
当
上
レ

得
二

大
信
心
一

故
、
是
故
説
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言
二

一
切
衆
生
悉
有
仏
性
一

。
大
信
心
者
即
是
仏
性
、
仏
性
者
即
是
如
来
。
仏
性
者
名
二

一
子
地
一

。
何
以
故
。
以
二

一
子
地
因
縁
一

故
、
菩
薩
則
於
二

一
切
衆
生
一

得
二

平
等
心
一

。
一
切
衆
生
畢
定
当
レ

得
二

一
子
地
一

故
、
是
故
説
言
二

一
切
衆
生
悉
有
仏
性
一

。
一
子

地
者
即
是
仏
性
、
仏
性
者
即
是
如
来
。
」
｛
已
上
｝

（
『
聖
典
全
書
』
二
、
八
四
䢣
八
五
頁
）

ま
ず
、
「
善
男
子
、
大
慈
大
悲
名
為
二

仏
性
一

。
何
以
故
。
（
中
略
）
大
喜
大
捨
名
為
二

仏
性
一

。
何
以
故
。
菩
薩
摩
訶
薩
若
不
レ

能
二

二

十
五
有
一

、
則
不
レ

能
レ

得
二

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
一

。
（
中
略
）
大
喜
大
捨
者
即
是
仏
性
、
仏
性
者
即
是
如
来
」
の
箇
所
は
、
四
因
の

う
ち
の
「
大
悲
」
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
諸
本
で
は
「
不
レ

能
レ

捨
二

二
十
五
有
一

」
と
い
う
経
説
で
あ
る
が
、
「
信

巻
」
の
引
文
で
は
「
不
レ

能
二

二
十
五
有
一

」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
差
異
に
関
し
て
、
興
隆
師
（
一
七
五
九
䢣
一
八
四
二
）
が
「
す
べ

て
の
衆
生
を
教
化
・
済
度
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
と
の
指
摘
を
し
て
い
る

。
(14)

師
の
指
摘
を
参
照
し
て
、
本
願
の
三
心
そ
れ
ぞ
れ
の
「
法
義
釈
」
を
確
認
す
る
と
、
「
至
心
釈
」
で
は
「
如
来
悲
二

憫
一
切
苦
悩
衆
生

海
一

」

、
「
信
楽
釈
」
で
は
「
如
来
悲
二

憐
苦
悩
群
生
海
一

」

、
「
欲
生
釈
」
で
は
「
如
来
矜
二

哀
一
切
苦
悩
群
生
海
一

」

と
、
述
べ
ら

(15)

(16)

(17)

れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
「
至
心
釈
」
に
お
い
て
は
、
善
導
大
師
の
『
観
経
疏
』
「
至
誠
心
釈
」
に
お
け
る
「
不
簡
内
外
明
闇
」
と
い
う

説
示
が
、
『
涅
槃
経
』
を
も
っ
て
自
釈
さ
れ
、
「
一
乗
大
智
願
海
」

と
、
誓
願
一
仏
乗
の
法
門
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

(18)

明
恵
に
お
い
て
は
、
大
乗
の
菩
薩
が
成
就
す
べ
き
大
悲
（
自
力
の
仏
道
）
を
意
味
し
て
い
た
が
、
宗
祖
は
こ
の
「
信
楽
釈
」
に
お
い
て
、

二
十
五
有
を
も
っ
て
迷
い
の
衆
生
を
挙
げ
、
そ
の
す
べ
て
を
漏
ら
さ
ず
救
い
と
る
弥
陀
の
大
悲
と
し
て
受
容
し
、
万
機
普
益
の
救
済
法

で
あ
る
こ
と
を
顕
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

。
(19)

次
に
、
「
仏
性
者
名
二

大
信
心
一

。
何
以
故
。
（
中
略
）
大
信
心
者
即
是
仏
性
、
仏
性
者
即
是
如
来
。
」
の
一
節
に
は
、
「
菩
薩
摩
訶
薩
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則
能
具
二

足
檀
波
羅
蜜
乃
至
般
若
波
羅
蜜
一

」
と
、
菩
薩
（
法
蔵
菩
薩
）
に
よ
る
六
波
羅
蜜
の
修
習
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
六
波
羅
蜜

に
は
、
禅
定
・
般
若
の
二
つ
の
波
羅
蜜
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
贅
言
を
俟
た
な
い
が
、
こ
の
説
示
は
四
因
の
う
ち
の
「
般
若
・
三
昧
」

に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る

。
こ
れ
は
、
三
心
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
法
蔵
菩
薩
の
発
願
修
行
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
、
特
に
「
至
心

(20)

釈
」
で
は
「
如
来
以
二

清
浄
真
心
一

、
成
二

就
円
融
無
礙
不
可
思
議
不
可
称
不
可
説
至
徳
一

」

と
明
か
さ
れ
、
『
大
経
』
か
ら
法
蔵
修
行

(21)

の
一
段
が
引
用
さ
れ
る

の
に
対
応
す
る
と
窺
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
蔵
菩
薩
の
不
可
思
議
兆
歳
永
劫
の
修
行
に
よ
っ

(22)

て
、
真
如
一
実
の
功
徳
宝
海
た
る
真
実
行
が
仕
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
四
因
の
う
ち
の
「
信
」
に
相
当
す
る
の
が
、
右
の
一
節
を
含
む
「
仏
性
者
名
二

大
信
心
一

。
何
以
故
。
（
中
略
）
大
信
心
者

即
是
仏
性
、
仏
性
者
即
是
如
来
。
」
と
い
う
経
文
で
あ
る
。
す
で
に
「
至
心
釈
」
と
の
連
関
性
を
指
摘
し
た
が
、
さ
ら
に
『
涅
槃
経
』

か
ら
「
真
実
」
に
つ
い
て
「
行
巻
」
「
一
乗
海
釈
」
引
文
と
一
連
の
文
を
も
っ
て
、
真
実
信
心
の
体
で
あ
る
名
号
法
の
遍
満
が
開
示
さ

れ
て
い
る

。
加
え
て
、
「
信
楽
釈
」
で
、
「
次
言
二

信
楽
一

者
、
則
是
如
来
満
足
大
悲
円
融
無
礙
信
心
海
。
是
故
疑
蓋
無
レ

有
二

間
雑
一

。

(23)

故
名
二

信
楽
一

。
即
以
二

利
他
回
向
之
至
心
一

為
二

信
楽
体
一

也
。
然
従
二

無
始
一

已
来
一
切
群
生
海
、
流
二

転
無
明
海
一

、
沈
二

迷
諸
有
輪
一

、

繋
二

縛
衆
苦
輪
一

、
無
二

清
浄
信
楽
一

、
法
爾
無
二

真
実
信
楽
一

」

と
、
そ
の
至
心
が
信
楽
の
体
と
な
る
こ
と
、
「
真
実
の
」
と
い
う
修
飾

(24)

語
が
付
さ
れ
開
顕
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
至
心
釈
」
と
連
関
し
て
、
「
大
信
心
仏
性
」
の
引
文
の
前
に
引
用
さ
れ
る
本
願
成

就
文
の
「
聞
其
名
号
、
信
心
歓
喜
」
と
い
う
経
文
に
合
わ
せ
て
、
他
力
回
向
の
真
実
信
心
が
衆
生
の
上
に
回
向
成
就
さ
れ
る
構
造
を
説

く
教
説
と
し
て
、
「
涅
槃
経
」
「
大
信
心
仏
性
」
の
一
連
の
経
説
が
受
容
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
真
実
信
心
が
、
「
菩
提
心
釈
」
で
明
か
さ
れ
る
横
超
の
大
菩
提
心
で
あ
る
こ
と
は
贅
言
を
俟
た
な
い
。
す
な
わ
ち
、
法
然
浄
土

教
で
は
本
有
仏
性
に
基
づ
く
自
力
の
発
心
修
行
で
は
な
く
、
十
方
世
界
に
遍
満
す
る
弥
陀
の
名
号
を
体
と
す
る
如
来
回
向
の
菩
提
心
が

往
生
成
仏
の
真
因
で
あ
る
こ
と
が
開
顕
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

右
の
よ
う
に
、
「
信
楽
釈
」
に
お
け
る
『
涅
槃
経
』
「
大
信
心
仏
性
」
の
文
が
引
用
さ
れ
た
背
景
と
し
て
、
明
恵
が
菩
提
心
正
因
説
を

も
っ
て
法
然
浄
土
教
を
批
判
し
、
そ
の
際
、
『
仏
性
論
』
な
ど
か
ら
本
具
の
仏
性
に
基
づ
く
自
力
の
発
心
修
行
と
し
て
の
四
因
（
四
縁
）

が
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
特
に
『
法
界
無
差
別
論
』
の
菩
提
心
の
因
と
し
て
の
四
因
が
依
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

宗
祖
は
、
そ
の
四
因
に
関
連
す
る
『
涅
槃
経
』
の
説
示
を
、
『
大
経
』
に
説
か
れ
る
仏
願
の
生
起
本
末
を
顕
す
教
説
と
し
て
取
り
込

ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
横
超
の
大
菩
提
心
の
本
質
が
十
方
世
界
に
遍
満
す
る
真
如
一
実
の
功
徳
宝
海
た
る
名
号
で
あ
る

こ
と
が
開
顕
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
然
浄
土
教
で
明
か
さ
れ
た
「
念
仏
の
心
」
は
仏
性
を
本
質
と
す
る
横

超
の
大
菩
提
心
で
あ
り
、
弥
陀
の
智
慧
と
慈
悲
が
円
満
し
た
大
涅
槃
の
真
因
で
あ
る
こ
と
が
、
如
来
回
向
の
枠
組
み
で
明
ら
か
に
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。
宗
祖
は
、
通
仏
教
で
自
力
の
発
心
修
行
と
し
て
語
ら
れ
る
四
因
を
法
蔵
菩

薩
の
発
願
修
行
、
名
号
法
の
回
向
成
就
に
転
用
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
転
換
の
意
趣
と
し
て
は
、
天
親
菩
薩
『
浄
土

論
』
に
示
さ
れ
た
行
者
が
な
す
べ
き
五
念
門
行
を
法
蔵
所
修
へ
と
転
換
し
た
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
こ
の
転
換
の
根
拠
で
あ
る
。
宗
祖
に
よ
っ
て
顕
さ
れ
た
浄
土
真
宗
の
法
義
は
、
「
絶
対
他
力
の
救
い
」

と
呼
ば
れ
、
衆
生
の
側
で
具
え
る
べ
き
業
因
・
仏
因
は
何
一
つ
な
い
と
さ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
五
念
門
の
行
は
法
蔵
の
所
修
で
あ
る

と
い
う
の
が
、
真
宗
学
の
研
鑽
に
お
け
る
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
宗
祖
が
『
浄
土
論
』
・
『
論
註
』
か
ら
五
念
門
の
説
示

を
引
用
す
る
際
に
付
し
た
訓
点
を
も
と
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
否
定
す
べ
く
も
な
い
真
宗
教
義
の
特
色
で
あ
る
。
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た
だ
し
、
宗
祖
が
右
の
よ
う
に
法
然
浄
土
教
へ
の
論
難
に
応
答
す
る
に
は
、
浄
土
異
流
も
含
む
諸
宗
徒
が
首
肯
せ
ざ
る
を
得
な
い
論

拠
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
五
念
門
や
、
本
論
文
で
着
目
し
た
四
因
を
法
蔵
所
修
へ
と
転
換
す
る
に

際
し
、
宗
祖
は
い
か
な
る
根
拠
を
も
っ
て
そ
の
転
換
を
行
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
を
論
じ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

別
の
機
会
に
論
じ
た
い

。
(25)

（
註
）淺

井
成
海
［
一
九
九
五
］
、
石
田
充
之
［
一
九
六
六
］
、
井
上
善
幸
［
二
〇
〇
九
］
、
岡
村
謙
英
［
二
〇
二
四
］
、
梯
實
圓
［
一
九
九
八
］
、
殿
内
恒

（1）
［
二
〇
〇
八
］
、
普
賢
晃
寿
［
一
九
七
二
］
、
な
ど
。

浅
井
成
海
「
前
掲
論
文
」
、
紅
楳
英
顕
［
一
九
六
九
］
、
井
上
善
幸
［
二
〇
〇
七
］
、
岡
村
謙
英
「
前
掲
論
文
」
、
前
川
健
一
［
二
〇
一
二
］
、
な
ど
。

（2）
註
２
、
参
照
の
こ
と
。

（3）
『
仏
性
論
』
「
三
因
品
」
「
果
円
満
者
、
謂
智
断
恩
徳
。
此
三
因
、
前
一
則
以
二

無
為
如
理
一

為
レ

体
。
後
二
則
以
二

有
為
願
行
一

為
レ

体
」
（
『
大
正
蔵
』

（4）
三
一
、
七
九
四
頁
、
上
）
こ
の
箇
所
は
『
荘
厳
記
』
に
て
言
及
さ
れ
る
。
（
『
浄
土
宗
全
書
』
八
、
七
七
八
頁
、
上
）

『
大
正
蔵
』
三
一
、
八
二
九
頁
、
中

（5）
な
お
、『
仏
性
論
』
で
は
「
信
楽
」（
信
）
と
「
仏
性
」
が
「
因
」
の
項
目
下
で
同
列
に
扱
わ
れ
て
お
り
、
『
宝
性
論
』
と
は
説
相
を
異
に
す
る
。（
高

崎
直
道
・
柏
木
弘
雄
［
二
〇
〇
五
］
、
一
五
七
頁
を
参
照
し
た
。
）

『
大
正
蔵
』
三
一
、
八
九
二
頁
、
中

（6）
高
崎
直
道
［
一
九
九
九
］
、
四
一
䢣
四
二
頁
を
参
照
し
た
。

（7）
『
聖
典
全
書
』
三
、
一
一
〇
六
頁
、
下

（8）
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こ
の
『
三
部
経
大
意
』
は
、
法
然
浄
土
教
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
真
偽
が
議
論
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
、
浄
土
宗
鎮
西
派
、

良
忠
（
一
一
九
九
䢣
一
二
八
七
）
の
門
弟
と
さ
れ
る
良
聖
（
生
没
年
不
詳
）
に
よ
る
建
長
六
（
一
二
五
四
）
年
の
書
写
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
宗
祖
晩
年
に
は
法
然
聖
人
の
法
語
と
し
て
流
布
し
て
い
た
も
の
と
し
て
扱
う
。
（
宗
祖
周
辺
で
は
、
正
嘉
二
（
一
二
五
八
）
年
に
書
写
さ

れ
た
と
伝
わ
る
「
真
仏
本
」
（
高
田
派
専
修
寺
蔵
）
が
存
在
す
る
。
）

註
１
、
２
、
参
照
の
こ
と
。

（9）
『
聖
典
全
書
』
一
、
一
三
一
〇
頁

（10）
『
摧
邪
輪
』
「
仏
法
諸
行
皆
応
レ

譲
二

功
於
菩
提
心
一

。
以
二

菩
提
心
是
体
、
称
名
等
是
業
一

故
。
是
故
若
就
下

菩
提
心
与
二

称
名
一

二
行
上

、
論
レ

之
時
、

（11）
以
二

菩
提
心
一

為
二

正
業
一

事
、
可
二

理
在
絶
言
一

。
是
以
『
観
経
疏
』
第
一
初
云
、
「
道
俗
時
衆
等
各
発
二

無
上
心
一

。
｛
此
即
菩
提
心
也
。
乃
至
｝
願

以
二

此
功
徳
一

、
平
等
施
二

一
切
一

、
同
発
二

菩
提
心
一

、
往
二

生
安
楽
国
一

」（
中
略
）
此
中
既
云
二

「
各
発
無
上
心
」
一

、
不
レ

云
二

「
各
称
弥
陀
仏
」
一

、

云
二

「
同
発
菩
提
心
」
一

、
不
レ

云
二

「
同
称
弥
陀
名
」
一

、
云
二

「
悉
発
菩
提
心
」
、
不
レ

云
二

「
悉
称
弥
陀
名
」
。
当
レ

知
、
菩
提
心
是
浄
土
正
因
故
、

惣
標
処
唯
出
二

正
因
一

也
。
」
（
『
日
本
思
想
大
系
』
一
五
、
三
二
七
頁
、
上
）

『
宝
性
論
』
、
『
大
乗
義
章
』
と
も
に
、
『
荘
厳
記
』
に
引
用
が
見
ら
れ
る
。
（
そ
れ
ぞ
れ
、
『
浄
土
宗
全
書
』
八
、
七
八
四
頁
、
上
と
七
七
五
頁
、

（12）
下
䢣
七
七
六
頁
、
上
）

明
恵
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
『
無
上
依
経
』
が
出
拠
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
成
立
史
的
に
言
え
ば
、
『
宝
性
論
』
䢪
『
無

（13）
上
依
経
』
の
順
に
成
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
（
高
崎
［
一
九
九
九
］
、
三
四
䢣
三
五
頁
を
参
照
し
た
。
）
が
、
当
時
の
仏
教
界
に
お
い
て
は
以
下
の

よ
う
に
、
経
典
が
先
と
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
）

法
蔵
『
華
厳
五
教
章
』

八
、
寄
二

四
障
一

以
顕
二

四
位
一

。
此
有
二

二
義
一

。
一
、
約
二

正
使
一

寄
二

顕
地
前
四
位
・
四
行
・
四
因
・
四
報
一

。
何
者
為
レ

四
。
一
、
謂
以
二

闡

提
不
信
障
使
一

滅
已
、
翻
下

顕
十
信
之
位
成
レ

信
二

楽
大
乗
行
一

為
中

浄
徳
因
及
鐵
輪
王
報
上

。
二
、
以
二

外
道
執
我
障
一

、
寄
以
翻
下

顕
十
解
位
成
二

般
若
行
一

、
為
中

我
徳
因
銅
輪
王
報
上

。
三
、
声
聞
畏
レ

苦
障
。
寄
下

顕
十
行
位
成
二

破
虚
空
定
器
、
三
昧
行
一

為
中

楽
徳
因
銀
輪
王
報
上

。
四
、
独
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覚
捨
二

大
悲
一

障
。
寄
下

顕
十
回
向
位
成
二

大
悲
行
一

、
為
中

常
徳
因
金
輪
王
報
上

。
又
翻
二

前
四
障
一

、
所
レ

得
四
行
即
為
二

仏
子
四
義
一

。
翻
二

初

障
一

、
成
下

信
二

楽
大
乗
一

種
子
上

為
レ

因
。
即
如
レ

父
也
。
二
、
般
若
為
レ

縁
。
即
如
レ

母
也
。
三
、
顕
下

破
虚
空
定
離
二

小
乗
執
一

令
中

法
身
堅
固
上

。

如
レ

胎
也
。
四
、
大
悲
益
レ

生
。
如
二

乳
母
一

。
具
二

此
四
縁
一

故
。
得
下

從
二

地
前
一

生
中

在
初
地
已
中
諸
仏
家
上

故
、
名
二

仏
子
一

也
。
又
此
四
種

和
合
、
如
三

車
輪
能
運
、
能
転
至
二

解
脱
処
一

。
如
三

聖
王
輪
備
有
二

四
事
一

。
謂
轂
・
輞
・
輻
・
軸
、
如
二

其
次
第
一

四
義
、
応
レ

知
。
第
二
、
以

二

四
障
習
一

寄
二

顕
地
上
四
位
・
四
定
・
四
徳
・
四
報
一

。
一
、
初
・
二
・
三
地
滅
二

闡
提
不
信
習
一

。
即
顕
三

此
一
位
相
同
二

世
間
一

。
又
得
二

大

乗
光
明
三
昧
一

、
成
二

於
浄
徳
一

。
除
二

因
縁
生
死
、
変
易
報
一

。
二
、
四
・
五
・
六
地
滅
二

外
道
我
執
習
一

。
顕
三

此
一
位
相
同
二

二
乗
一

。
得
二

集

福
徳
王
三
昧
一

、
成
二

於
我
徳
一

。
除
二

方
便
生
死
一

。
三
、
七
・
八
・
九
地
滅
二

声
聞
畏
苦
習
一

。
顕
三

此
一
位
相
同
二

大
乗
一

。
得
二

賢
護
三
昧
一

、

成
二

於
楽
徳
一

。
除
二

有
々
生
死
一

。
四
、
十
地
至
二

仏
地
一

已
還
。
滅
下

独
覚
捨
二

大
悲
一

習
上

。
顕
二

此
一
位
因
円
果
満
一

。
得
二

首
楞
厳
三
昧
一

、

成
二

於
常
徳
一

。
無
レ

有
二

生
死
一

。
四
徳
円
故
。
生
死
永
尽
故
。
云
二

無
有
一

也
。
此
上
義
、
広
如
二

『
無
上
依
経
』
・
『
本
業
経
』
・
『
仏
性
論
』
・

『
宝
性
論
』
・
『
梁
摂
論
』
等
説
一

。

（
『
大
正
蔵
』
四
五
、
四
九
四
頁
、
下
䢣
四
九
五
頁
、
上
）

澄
観
（
七
三
七
䢣
八
三
八
）
『
演
義
鈔
』

下
『
疏
』
明
二

於
四
種
生
死
一

。
可
レ

検
二

於
此
『
論
』
一

。
下
文
中
、
又
広
説
二

常
楽
我
浄
之
相
一

。
亦
可
レ

知
レ

之
。
所
レ

帰
レ

下
。
言
二

『
宝
性
』

・
『
仏
性
』
二
論
一

者
、
大
意
同
二

『
無
上
依
経
』
一

。
『
宝
性
論
』
当
二

第
四
一

。
『
仏
性
論
』
当
二

第
二
一

。
此
巻
亦
広
論
二

四
種
生
死
一

。

（
『
大
正
蔵
』
三
六
、
五
七
頁
、
下
）

凝
然
（
一
二
四
〇
䢣
一
三
二
一
）
『
五
教
章
通
路
記
』

章
八
、
寄
二

四
障
一

以
顕
二

四
位
等
一

者
、
此
四
障
・
四
位
・
四
行
等
相
、
一
経
之
中
、
未
二

必
皆
説
一

。
数
部
経
論
、
合
成
為
レ

言
。『
無
上
依
経
』

説
二

闡
提
等
四
障
、
信
楽
等
四
行
等
一

。
『
仏
性
論
』
中
、
亦
説
二

常
楽
我
浄
四
徳
波
羅
蜜
因
果
一

。
『
仁
王
経
』
説
二

金
銀
等
四
転
王
報
一

。
彼
此
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経
論
和
合
、
織
二

成
地
前
四
位
一

。
『
仏
性
論
』
中
、
説
二

仏
子
四
義
一

。
文
義
不
レ

難
。
不
二

具
科
釈
一

。
（
『
大
正
蔵
』
七
二
、
五
九
四
頁
、
中
）

こ
の
よ
う
に
、
明
恵
が
相
承
す
る
華
厳
宗
の
師
釈
や
、
明
恵
以
後
に
お
い
て
も
『
無
上
依
経
』
が
出
拠
の
第
一
候
補
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺

え
る
。
法
蔵
『
華
厳
五
教
章
』
に
て
、
「
広
如
二

『
無
上
依
経
』
・
『
本
業
経
』
・
『
仏
性
論
』
・
『
宝
性
論
』
・
『
梁
摂
論
』
等
説
一

」
と
、
「
経
䢪
論
」

の
順
で
示
さ
れ
、
澄
観
『
演
義
鈔
』
で
は
、
「
言
二

『
宝
性
』
・
『
仏
性
』
二
論
一

者
、
大
意
同
二

『
無
上
依
経
』
一

。
『
宝
性
論
』
当
二

第
四
一

。
『
仏
性

論
』
当
二

第
二
一

」
と
、
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
四
因
に
関
し
て
『
涅
槃
経
』
へ
の
言
及
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
明
恵
も
四
因
に

対
し
て
、
ま
ず
は
『
無
上
依
経
』
を
連
想
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
法
蔵
『
華
厳
五
教
章
』
に
「
広
如
二

『
無
上
依
経
』
～
等
説
一

」

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
『
大
乗
義
章
』
に
お
け
る
『
涅
槃
経
』
に
拠
る
解
釈
を
、
右
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
た
経
論
に
連
な
る
も
の
と
し
て

理
解
さ
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
に
大
過
は
な
い
と
考
え
る
。

宗
祖
に
お
い
て
は
、
通
仏
教
で
語
ら
れ
る
大
乗
菩
薩
が
な
す
べ
き
四
因
（
本
具
の
仏
性
に
基
づ
く
発
心
修
行
（
す
べ
て
自
力
）
）
の
枠
組
み
に
、

本
願
他
力
の
救
済
法
を
落
と
し
込
む
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。
本
願
念
仏
と
い
う
通
仏
教
の
枠
組
み
に
収
ま
ら
な
い
仏
道
体
系
の
上
で
、
仏
性
や

真
如
を
語
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
『
無
上
依
経
』
を
用
い
な
い
と
応
答
に
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
阿
弥
陀
仏
の
他
力
本
願
に
よ
る
救
済

法
を
顕
す
上
で
、
菩
提
心
（
他
力
の
信
心
）
の
因
と
し
て
の
四
因
の
要
素
を
ど
の
よ
う
に
依
用
す
る
か
が
問
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

興
隆
師
『
本
典
徴
決
』
（
『
真
宗
全
書
』
二
三
、
三
三
頁
、
下
）
「
～
に
能
ふ
（
あ
た
は
ず
）
」
に
は
、
「
程
度
、
状
態
な
ど
に
よ
く
合
う
。
適
合
す

（14）
る
。
相
当
す
る
」
（
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
一
、
三
七
二
頁
、
Ａ
）
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
深
見
慧
隆
氏
［
二
〇
二
三
］
に
よ
れ
ば
、
『
日
本
古
写

経
』
を
含
む
諸
本
に
お
い
て
、
「
不
能
捨
二
十
五
有
」
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
文
字
の
異
同
が
、
宗
祖
の
意
図
的
な
も
の
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
「
欲
生
釈
」
で
は
『
論
註
』
が
『
浄
土
論
』
と
し

て
、
「
『
浄
土
論
』
曰
、
「
云
何
回
向
。
不
レ

捨
二

一
切
苦
悩
衆
生
一

、
心
常
作
願
、
回
向
為
レ

首
得
三

成
二

就
大
悲
心
一

故
」
（
『
聖
典
全
書
』
二
、
八
八

頁
）
と
引
用
さ
れ
て
い
る
。
三
心
と
も
に
弥
陀
成
仏
の
因
果
に
言
及
さ
れ
る
流
れ
の
な
か
で
、
「
迷
い
の
存
在
を
捨
て
な
い
」
と
い
う
『
浄
土
論
』
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・
『
論
註
』
に
示
さ
れ
る
教
理
が
、
「
信
楽
釈
」
の
『
涅
槃
経
』
引
文
と
相
通
ず
る
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

『
聖
典
全
書
』
二
、
八
〇
頁

（15）
『
聖
典
全
書
』
二
、
八
三
頁

（16）
『
聖
典
全
書
』
二
、
八
六
頁

（17）
『
聖
典
全
書
』
二
、
八
二
䢣
八
三
頁

（18）
三
明
智
彰
［
一
九
九
五
］
を
参
照
し
た
。

（19）
禅
定
と
三
昧
に
つ
い
て
、
６
頁
に
引
用
し
た
『
仏
性
論
』
で
も
「
菩
薩
修
二

破
空
三
昧
一

、
能
除
二

彼
執
一

、
由
二

此
（
禅
）
定
力
一

」
（
括
弧
内
、
筆

（20）
者
）
と
あ
る
。
ま
た
、
『
宝
性
論
』
で
は
、

初
依
二

体
・
因
一

故
、
説
二

一
偈
一

。
自
性
常
不
レ

染
、
如
二

宝
・
空
・
浄
水
一

。
信
法
及
般
若
、
三
昧
大
悲
等
。
此
初
半
偈
、
示
二

現
何
義
一

。
偈

言
、
自
在
力
不
レ

変
、
思
実
体
柔
軟
。
宝
・
空
・
水
功
徳
、
相
似
相
対
法
。
此
偈
明
二

何
義
一

。
向
説
二

三
種
義
一

。
彼
三
種
義
、
次
第
依
二

於
自

相
同
相
一

。
如
来
法
身
三
種
清
浄
功
徳
、
如
二

如
意
宝
珠
・
虚
空
・
浄
水
一

。
相
似
相
対
法
、
応
レ

知
。
此
明
二

何
義
一

。
思
者
、
依
二

如
来
法
身

一

。
所
思
・
所
修
皆
悉
成
就
故
。
後
半
偈
者
、
示
二

現
何
義
一

。
偈
言
、
有
二

四
種
障
礙
一

。
謗
法
及
著
我
、
怖
二

畏
世
間
苦
一

、
捨
二

離
諸
衆
生
一

。

此
偈
明
二

何
義
一

。
偈
言
、
闡
提
及
外
道
、
声
聞
及
自
覚
。
信
等
四
種
法
、
清
浄
因
、
応
レ

知
。
（
中
略
）
此
是
諸
仏
随
順
法
子
於
二

仏
家
一

生
。

是
故
偈
言
、
大
乗
信
為
レ

子
、
般
若
以
為
レ

母
、
禅
胎
、
大
悲
乳
。
諸
仏
如
二

実
子
一

。
偈
言
二

「
信
等
四
種
法
、
清
浄
因
、
応
レ

知
」
一

故
。

（
『
大
正
蔵
』
三
一
、
八
二
八
頁
、
中
䢣
八
二
九
頁
、
中
）

と
説
か
れ
る
通
り
、「
三
昧
」
と
「
禅
（
定
）
」
が
同
義
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。（
「
信
法
及
般
若
、
三
昧
大
悲
等
」
と
、「
大
乗
信
為
レ

子
、

般
若
以
為
レ

母
、
禅
胎
、
大
悲
乳
」
が
対
応
す
る
た
め
。
）
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
四
因
の
う
ち
の
「
三
昧
」
と
、
『
涅
槃
経
』
引
文
に
含
意
さ
れ

る
「
禅
定
（
波
羅
蜜
）
」
が
対
応
す
る
と
し
た
。

『
聖
典
全
書
』
二
、
八
〇
頁

（21）
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『
聖
典
全
書
』
二
、
八
一
頁

（22）
『
聖
典
全
書
』
二
、
八
二
頁

（23）
『
聖
典
全
書
』
二
、
八
三
頁

（24）
こ
の
検
討
課
題
は
、
天
岸
浄
圓
氏
の
指
摘
か
ら
着
想
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
感
謝
申
上
げ
る
。

（25）
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